
性別にとらわれず、
チャレンジおるご～る

男女共同参画
わこうプラン推進委員だより わこうプラン推進委員

三井田 里奈総務人権課　☎424-9088
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『男女共同参画苦情等処理窓口をご利用ください!』
「市の男女共同参画推進施策や男女共同参画の推進に影響を及ぼす施策への苦情」
や「セクハラや男女共同参画を阻害する人権侵害の相談」をお受けします。

総務人権課 ☎424-9088

　私には子どもがいます。「どんな大人に
成長して欲しいですか?」という質問に、
私だったら、どう答えるだろう。「男女共同
参画とはみんなが、相手の事を思いやり、
相手が自分と違うという事をお互い理解
し合う事で、性別に関係なく色々な事に
チャレンジでき自分らしく輝く事ができ
ること」という子ども向けの文章を目にし
た時、私の答えはこれだと思いました。
　6年前、私はある出来事がきっかけで、
自分らしくとはどういう事だろう、発言の
自由についてもわからなくなった時期が
ありました。模索していた私がその時とっ
た行動は「お母さん業界新聞和光版」の発
行でした。私の気持ちは誰に遠慮するこ
ともなく真実。それを良い、悪いとジャッ
ジするのではなく、私の想いを発信した
い。文章を書くのも苦手な私でしたが、

自分の気持ちに正直にチャレンジを決意
し、和光市、朝霞市在住の様々な活動を
されているお母さん方へ取材に行きまし
た。自分の想いを行動にしている女性や、
女性の活動を支える男性の方々の存在
に胸が温かくなりました。3年間、毎部約
500部発行してきました。沢山の方の思
いやりに支えられ続けることができまし
た。一人じゃない、アンテナを立て行動す
れば助けてくれる人や心が通じる出逢い
が身近にもあることを知りました。
　今回、男女共同参画わこうプラン推進
委員として携わり、まだまだ切実な課題
がたくさんあることに気付かされました。
でもきっと大丈夫。受け入れてくれる人、
場所はある。あとは自分自身の意思と行
動である、今回この記事を書きながら改
めてそう感じました。
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　子どもたちの間で『じどセン』と呼
ばれて親しまれている『総合児童セン
ター』は、昭和59年5月5日の子どもの
日に誕生し、今年で33年目を迎えます。
　ここでは、季節に応じて工夫が凝ら
された毎月のイベントをはじめ、学校
の長期休暇中には、恒例のお化け屋
敷やお泊まり会、お餅つき、県警の音
楽隊によるコンサートや移動動物園
など、魅力的なイベントも多数開催さ
れ、毎年多くの人たちで賑わっていま
す。センターの利用は無料で、市内は
もちろん、市外の人も気軽に利用する
ことができます。
　屋外のグラウンドでボール遊びな
どができる他、室内遊具や卓球、ビリ
ヤード、ボードゲーム、図書室、科学館
など、乳幼児から中高生まで楽しめる
施設です。
　先日、子どもと
一緒に『じどセン』
に 行 っ て 来 まし
た。ビリヤードや
卓球、ボードゲー
ムなど存分に楽し

みました。そしてなにより、子どもとコ
ミュニケーションを取ることの大切さ
を改めて実感することができました。
みなさんも『じどセン』に出掛けてみ
ませんか。
和光市役所のHPには、さらに詳しい�
レポートが掲載されています。
総合児童センター
広沢1-5 ☎465-2525
開所時間／9：30～17：00
休所日／�毎週火曜日・第3日曜日 

年末年始（12月29日～1月3日）
http：//www.wako-syakyo.or.jp/
facility/detail.php?eid=00004
P有り（駐車場が満車の場合は和光市役
所駐車場の利用可。3時間無料。）
利用料／無料
利用対象／�0歳～18歳までの児童とそ

の保護者�  
（小学生未満は保護者同伴）

※�授乳コーナー、 
おむつ交換台有り

まちの見聞特派員  森田 美樹

『じどセン』に
行ってみよう!

新倉まんじゅう保存会は店舗を持っておらず、地域のイベントなどに出店して
います。次回は、12月10日（日）に樹林公園で開催されるバーリ・トゥード・フェス
内、和光ブランドブースにて販売します。

新倉まんじゅう保存会 からのお知らせ!

　かつて和光市では、お盆やお彼岸、七夕の時期になると、そこかしこの家庭で
おまんじゅうがつくられていました。そんな“新倉まんじゅう”を後世に伝える
ため、およそ20年前に発足した「新倉まんじゅう保存会」。代表を務める本多啓
子さんのお母様・本多洋子さんが現場の中心となり、今でも和光市民まつりを
はじめ各種イベントで手づくりの新倉まんじゅうを販売しています。
　今年の8月、晴れて『和光ブランド』に登録され、名実ともに“和光名物”の仲間
入りを果たした新倉まんじゅう。食べたことのある方ならご存知かもしれませ
んが、その特長や魅力をあらためて本多さんに伺いました。
 「最近主流になっている薄皮まんじゅうとは違い、生地が厚めでふわふわした
食感が特長です。昔ながらの製法でつくっていますので、もちろん無添加・無着
色です。どなたでも、安心してお召し上がりいただけます」。
 新倉まんじゅう保存会には現在7名が在籍しており、新倉まんじゅうをつくる
際にはそれぞれの役割が決まっているのだとか。その理由を「それぞれの手順
には熟練の知識と技術が求められるんです」と本多さん。とくに難しいのは練
り上がった生地を蒸す作業とのこと。
　「きれいなおまんじゅうに蒸し上げるには、蒸す時間はもちろん、火加減もお
まんじゅうを見ながら微妙に調整しなければいけません。保存会には“おまん
じゅう蒸しのプロ”がおりますので、この技術をぜひとも若い方に伝えたいと
思っております」。
　イベントなどで販売する際はその日の朝に蒸し、できたてホヤホヤの状態で
会場に届けることにこだわってらっしゃる保存会のみなさん。「いつも販売開
始から10分くらいで売り切れてしまうので、買えなかった方に申し訳なくて」
と本多さんが言うように、ほかほかの新倉まんじゅうはまさに飛ぶように売れ
ていきます。最後に、本多さんから市民のみなさんへメッセージをいただきま
した。
 「私たちは商売ではなく、ひとえに新倉まんじゅうを守り続けていきたいとい
う気持ちで取り組んでおります。先祖代々受け継がれたこのおまんじゅうを、
これからも愛していただけたら幸いです」。

昔ながらのおいしさを
これからも和光の人々に

「新倉まんじゅう」

▲�添加物を一切使わず、昔ながらの製法でつくられる新倉まんじゅう。素材の分量や調理の役割分担も
きっちり決まっているとのこと。

▲�和光ブランド認定書を手に笑顔の本多洋子さん
と、新倉まんじゅう保存会のみなさん。

▲�より多くの方に親しんでいただくため「ほとんど
利益はありません」という価格を設定。飛ぶよう
に売れるのも頷けますね。

ふわふわの生地とやさしい甘さの餡子が絶妙のハーモニー。
若い人にもぜひ味わっていただきたい、和光市伝統のスイーツです!

探検隊わこうっちとさつきちゃんの
ちょうどいいトコ ちょっといいトコ No. 20

問 �秘書広報課�
広報広聴担当�
☎︎424-9091

広報わこう 2017年12月号 7●問合せに電話番号の記載がない場合は、和光市役所 ☎464-1111（代表）までお問い合わせください。


